












(1)診断的理解 IZJ 同情的R~解 (:~) 共感的理解
われわれが，とくに教育の場で多〈とりやすい傾向は.診断的理
解の方法である。診断的J!i[解とは，われわれ自身 {教師)の準倶枠
は じめに f( R<らした理解であって.それは，その人についての理解であり ，
その~'l!察される人の理解ではない。生徒を客践的に，科学的に理解
現:(E，どの学技にもどの学級にも ，教舗が指導に困る生徒 .ー 非 しようとするとき ，教舗の側には評価的 ，診断的な態度がひモんで
行，不良化 .神経症等の不適応の問題をもっ生徒ーが激増し.モれ いる。
を学校教育の立場でう げとめて解決 しなげればならない事情にせま また ，われわれ自身(教師)の自我が，生徒の13'&にまきζまれ





いるが.最近名学校にその組織が作られ.相談室がおかれて，学校 C • R.ロジャースは .カウYセリング関係において， "ヲイエ
におげるカウンセリングへの関心t活動が高まってきている理由は. ント 0)中に建設的な人的変容が起るための六つの条件のひとつとし


















































学級担任教師は ，もっとカウンセラー的になるζとによって，その 価されるのではないかとの不安がもたれがちである。 V)学級担任
教育的成果を高めるζとができるものであるjとのべている。われ は，学級事鋳のほか，教科.その他の仕事のため，時間的なゆとり
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とのべられているが，共感的な埋解にたって ，ひとりひとりのあ 的ふん閲気のもとで ，本質的にもまなげればならない事項も.もも
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こは. 1 )たすげあいの学級 2 )ひとりひとりが高まってい






























151 学習の主導権を生徒に [61 ざわめき，弘語 ，沈黙も大切に
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聞の育成である。とのためには，ー 人一人にゆきとどいた，ー人ー 問1) 中学教脊 I 9 6 4 Ai.8 小学館
人に取り組む~i'fが必要である。 しかし， 実際の教育現協では，モ カウンセリング 伊東博 誠1言書房
のζとはじゅうぶん察知しながらも，いろいろな条件に胤制されて 出到 来談者中心療法 C. R .ロジャー ズ 岩崎寄宿















注(4) 児童心Pl lri.l 5 6 伊東時
世5) 学校教育相談 品川不二郎編
住(61 カウYセリング 伊東博
出7) カウンセ 1)ングの技術 友悶不二男
学校カウンセリング 友倒不二男態
注(8) 教育社会心理学 古lA安好
/i(91 教育心理 16.1 8 Ai.1 
削()) 学校教育相談 品川不二郎編
曲1) 主活指現 1 9 6 3 )仰
出12) 学校カウンセリング 友因不二男監
ItJJ3l 教育社会心j理学 古語i安好
創刊 学校カ ウンセリング 友因不二男濫
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